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1. はじめに 

スタートカリキュラムは，幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続する重要な役割を担ってい

る。小学校は，各教科の一単位時間の学習指導案として示されており，各教科の学習内容を系統

的に学ぶ教育課程と，幼児期の総合的に学んでいく教育課程とは，内容や進め方が大きく異なる。

このことから，入学当初は幼児期の生活に近い活動と児童期の学び方を織り交ぜながら，幼児期

の豊かな学びと育ちを踏まえて，子どもが主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図的に

つくることが大切である。 

今回の学習指導要領の改正に伴い，学習指導要領解説総則編で「小学校入学当初においては，

（中略）生活科を中心に合科的・関連的な指導や弾力的な週案の設定など，指導の工夫や指導計

画の作成を行うこと」が示された。このことから，小学校入学当初の教育の在り方が，生活科を

中心としたスタートカリキュラムとして教育課程全体に位置付けられていることが分かる。 

２． スタートカリキュラムの基本的な考え方 

２．１.  スタートカリキュラムのねらい 

幼児期における遊びを通した総合的な学びから他教科等における学習に円滑に移行し，進んで

自分らしさを表出し，自分のもっている力を働かせ，自分の課題の解決に向けて計画的に学んで

いくことである。そして，小学校で学ぶ楽しさを知ることで，子どもたちが「明日も学校に行き

たいな。」という意欲をもち，安心して学校生活を送ることができるようにするものである。 

２．２. スタートカリキュラムの実施期間 

  入学してからの約１ヶ月を実施期間とするが，子どもたちの実態に合わせて，幼児期の豊かな

学びと育ちを踏まえて，子どもが主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図的につくると

いった点から，入学してからの約１ヶ月を過ぎた後も，スタートカリキュラムのねらいを踏まえ，

引き続き指導を行っていくものとする。 

２．３. スタートカリキュラムの核となる教科と学習内容 

学習指導要領解説総則編でも示されているように，生活科を中心に合科的・関連的な指導や弾

力的な週案の設定など，指導の工夫や指導計画の作成を行う。具体的には，生活科の４月から５
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月単元「たのしいがっこう」の小単元「がっこうたんけんへいこう」（内容（３））を核として

スタートカリキュラムの実践に取り組んでいくものとする。 

２．４. スタートカリキュラムにおける他教科との関連 

低学年における他教科との関連は，心と体を一体的に働かせて学ぶ低学年の特性から教科等を

関連付けて展開することが大切である。そこで，生活科を中心に他教科等との合科的・関連的な

指導を行うことで，互いの教科で身に付けた資質・能力がそれぞれの教科で発揮され，確かに育

成されるなど一層の学習の効果が期待できる。「合科的な指導」とは，複数の教科の目標や内容

を組み合わせて，学習活動を展開するのである。「関連的な指導」とは，各教科等の指導内容の

関連を検討し，指導の時期や指導の方法などについて相互の連携を考慮して指導するものである。 

３. スタートカリキュラムの作成 

教師が，子どもたちの成長の姿を週単位でイメージして段階的に学校生活に適応させていける

ようにするために，表１のように週ごとのテーマを設定する。そして，目標及び学習指導のポイ

ントも置き，子どもたちの具体的な姿がイメージできるようにする。 

    表１ 週ごとのテーマ，目標及び学習指導のポイント（本校生活科授業プランより） 

週 

テーマ（各教科等を貫くもの） 

人との関わり 学習に関わること 基本的生活習慣 
学習指導のポイント 

第
１
週
目 

やさしさいっぱい ふぞくしょう！（安心感） 

・担任の先生を知る。 
・先生や友達とあいさつを
したり，話をしたりする。 

・「はい」と返事ができる。 
・先生の話を聞く。 

・あいさつができる。 
・トイレを正しく使う。 
・靴箱やロッカーの場所と使い
方を知る。 
・給食の準備の仕方を知る。 

○ 生活や学習への安心感をもたせるために，基本的な生活習慣を子どもの意欲を大切にし
ながら指導する。 

○ 学校内における多様な人・もの・こととの出合いを豊富にする。 

第
２
週 
目 

たのしさいっぱい ふぞくしょう！（期待感） 
・友達と仲良く話したり遊
んだりする。 
・学年部や専科等の先生方
を知る。 

・椅子に座って学習する。 
・校内の施設を知る。 
・教科等の学習を知る。 
 

・朝や帰りの準備ができる。 
・学習や給食の準備ができる。 
・正しい廊下歩行が分かる。 
・係活動や掃除を知る。 

○ 一週目で出合った人・もの・ことに対するその子なりのよさを実感するために，じっく
り，たっぷり，ゆっくり関わることができるようにする。 

第
３
週
目 

いいこといっぱい ふぞくしょう！（満足感） 

・友達や先生，上級生とあ
いさつをしたり，話したり
する。 

・文字や数に対する興味をもっ
て学習に取り組むことができ
る。 
・発表の仕方を知る。 
・友達と協力して学習する。 

・時間への意識をもつ。 
・ルールやマナーを守って安全
に登下校することができる。 
・整列することができる。 
・係活動や掃除に参加できる。 

○  人・もの・ことに対するその子なりのよさを広げていくために，活動を個別化したり友
達との交流活動を設定したりする。 

第
４
週
目 

もっとできるよ ふぞくしょう！（有能感） 

・いろいろな友達と仲良く
接することができる。 

・45 分間活動を続ける。 
・友達の発表を聞いたり，自分
が発表したり進んで学習する。 

・基本的な生活及び主な学習習
慣ができるようになる。 

○  自分の変容や成長に気付かせるために，振り返り活動を充実させる。その際，振り返る
ための具体物を準備するなど，子どもの実態に応じた指導を行う。 
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４. スタートカリキュラムの実践 

これまでに述べたことを基に，週案を作成し，実践を行った。学級担任は表１の週ごとのテー

マや「たのしいがっこう」の指導計画を見ながら週案を作成し，保護者に配布した。その際，入

学当初の子どもの発達段階に配慮し，複数の教科で一単位時間を作成したり，子どもの思いや願

いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進めていけるように，弾力的な週案を設定し

た。 

４.１. 第１週の週案と実際 

表２ 第１週の週案 

 

４.１.１. 第１週の週案作成のポイント 

  期待と不安がいっぱいの中で学校生活が始まる第１週では，「安心感」をテーマにして，「学

校は楽しいところだ。」「自分のことを支えてくれる人がたくさんいる。」ということを実感で

きるようにした。具体的には，学校や学年全体で登校を見守り，靴箱や教室の場所で戸惑うこと

がないように担任以外の先生や６年生が優しく接することで，安心して一日のスタートができる

週のテーマ 
安心感をテーマ

に子どもにも保護

者にもわかりやす

いテーマを設定し

た。 

すまいるタイム

では，幼児期に歌

っ て い た 歌 を 歌

い，一日の始まり

を楽しい気持ちで

迎えられるように

した。 

保護者によりス

タートカリキュラ

ムの弾力的な週案

を理解してもらう

ために，時数を表

記した。 

学 校 行 事 の 前

は，学校探検等を

意図的に計画し，

子どもたちが安心

して行事の場所に

行ったり，参加し

たりできるように

した。 
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ようにしたり，一日の始まりを楽しい気持ちで迎えられるような学習活動を取り入れたりした。

さらに，学校探検を通して，学校行事やよく使う学校の施設，特別活動で使う教室を意図的に通

り，子どもたちが知っている場所として参加したり活動したりできるようにした。 

４．２. 第２週の週案と実際 

表３ 第２週の週案 

 

４.２.１. 第２週の週案作成のポイント 

 第２週は，学校生活の流れが分かり，学校にある様々な人・もの・ことへ興味や関心が高まっ

てきた。そこで，対象への気付きを獲得する過程において，これから同じ教室で過ごす友達と学

校生活が楽しく送れるように，各教科の中で友達と交流する場面を意図的につくった。特に学校

探検では，また行ってみたい場所やまだ行ったことのない場所に出かけ，友達と気付いたことを

交流させたり，次に行きたい場所を相談し合わせたりすることで，楽しく会話することができ，

各教科のねらい

をより効果的に実

現するために，生活

科の「学校探検」と

体育の「固定施設で

遊ぶ」の複数の教科

の目標や内容を組

み合わせる学習を

展開した。 
（合科的な指導） 

子どもたちの活

動に対する思いや

願いの連続・発展を

基に，学校探検で出

会った先生にどん

な挨拶をしたらよ

いか次の時間の国

語に関連させて考

えた。また，前時の

生活と体育の合科

的な授業の中で，学

習林で見つけた自

然物を使って，図工

の造形遊びを行っ

たりした。 
（関連的な指導） 
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自然と仲良くなることができた。また，友達との交流について学んだことを生かす場面として，

学校行事の遠足と関連させ，事前に一人一人がめあてを立てたり，みんなで遊ぶ計画，安全面で

の確認をしたりして，今後の学校生活に期待感をもつことができるように週案を計画した。 

４．３. 第３週の週案と実際 

表４ 第３週の週案 

 

４.３.１. 第３週の週案作成のポイント 

第３週は，仲の良い友達も増え，教科の学習や学校行事などの学校生活において楽しさを知っ

た子どもたちが，学校探検を通して，自分を中心とした身の回りの人・もの・ことへの関わりを

生活科で行った

学 校 探 検 を 通 し

て，学校のことを

より知っていく中

で，もっと自分の

ことを知って欲し

いという思いや願

いをもつようにな

った。そこで，国

語の「どうぞよろ

しく」（名刺づく

り）と生活科の学

校 探 検 を 関 連 さ

せ，国語の学習で

作成した名刺を学

校探検で出会った

人に渡す活動を行

った。 
（関連的な指導） 

 

自分たちで学校

探検ができたこと

や名刺を使って挨

拶ができたことな

ど，自分の取組の

よ さ に 気 付 か せ

た。 
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深められるようにした。その中で，「もっと○○してみたい。」という思いや願いをもとに，「○

○ができる。」といった自分自身への気付きを大切にしながら，活動を通して満足感を感じられ

るように週案を設定した。 

４．４. 第４週の週案と実際 

表５ 第４週の週案 

 

４.４.１. 第４週の週案作成のポイント  

 第４週になってくると，総合的な学びから各教科等における学びに少しずつ慣れ始めてきてお

り，45 分間活動を続けられるようになってきた。そこで子どもたちが有能感を感じることができ

るようにするために，幼児期に培った学びや経験を生かした学習を設定し，一人一人が過去の経

験を活かしながら，自信をもって考えを述べたり，活動したりできるように週案を設定した。 

幼児期の絵を描い

た経験を生かして，パ

スや絵の具の面白さ

や使い方を確認して，

写生会を行った。その

際，学校探検の経験を

生かして，自分のお気

に入りの場所を選ん

で描けるようにした

り，友達と遊んで楽し

かった場所や思い出

を想起させたりして，

楽しみながら活動で

きるようにした。 

スタートカリキュ

ラムを通して，小学校

生活を楽しく過ごし

てきた子どもたちが，

さらに，学校生活を意

欲的に楽しく過ごし

ていけるようにする

ために，「１年生を迎

える会で２年生にも

らったアサガオの種

を植えて育てる活動

を設定した。 
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【職員の名前が覚えられるカード】 

４.５. スタートカリキュラムにおける環境構成 

子どもたちにとって，学校で働いていて自分達と関わりの

ある職員の顔と名前を覚えることは，学校生活を安心して過

ごすための大きな要因と考えた。そこで，学校の廊下にある

生活科コーナーを利用し，子どもたちにとって関わりのある

職員の顔写真を掲示した。掲示した顔写真は，子どもたちが

楽しみながら，名前を覚えられるようにするために，顔写真

をめくると，名前が分かるように掲示物の工夫を行った。休

み時間や学校探検の前になると，子どもたちは生活科コーナ

ーへ行き，遊びの中で自然と学校で働いている職員の名前を

覚えていき，名前を覚えた先生には，「○○先生だ」と親近

感をもって関わろうとしている姿が見られた。 

５． 実践の成果と課題 

本実戦を通して得られた成果と課題は表６のとおりである。 

表６ 成果と課題 

成

果 

〇 子どもたちは，学校探検を通して，学校の様子が分かり，様々な人と触れ合ったことで，

自分達を見守っている人がたくさんいることを実感し，安心して学校生活をスタートするこ

とができた。 

〇 学校探検を通して，学校にいる多くの先生や上級生と触れ合える時間を設けたことで，先

生や上級生に進んで挨拶するようになったり，「～～先生に聞いてみよう。」「～～さんの

学級に遊びに行こう。」と主体的に行動したりして学んでいく姿が見られた。 

〇 合科的・関連的な学習を仕組むことで，子どもたちの思いや願いに沿った学習を展開する

ことができ，思いや願いを大切にしながら自然と学習や活動を楽しみ，学校生活に満足する

姿が見られた。 

課

題 

〇 新年度は配布物や子ども便での提出物が多く，朝の会や帰りの会だけでは時間が足りず

に，予定していた計画の時間を短縮しないといけない場面があった。入学式や PTA など，

保護者が来校する日を利用し，配布物や提出物など直接保護者とやり取りができるように調

整していく必要がある。 

〇 幼保小の接続をさらに滑らかにするために，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10

の姿）を多くの職員で共有し，スタートカリキュラムの考え方や方向性について，幼児期の

実態を踏まえ，全職員で確認し，様々な職員の協力体制の中で取り組んでいく必要がある。 
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